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め ざ す 児 童 像     関屋小学校 校長 渡部 浩行 

健康で明るい子  進んであいさつができる子  よく考える子 

進めていきます 異学年交流 

コロナ禍において様々な学校行事や取組が中止や縮小となりましたが、今後はできるだけ元

に戻しながら、子どもたちの学びをさらに充実させていきたいと考えています。その中でも異

学年交流は３年間途絶えていた取組ですが、以下のように少しずつ進めていきました。 

【交通安全教室】  

１０日（水）に香芝警察署安全課の方に来ていただき、登校班での歩

行練習を行いました。運動場に描いた路側帯を歩き、信号を見ながら交

差点を横断します。班長さんが左右を確認して旗を出すと、手を挙げて

横断歩道を渡ります。これまで１年生の手を引き力を合わせて登下校を

してきました。これからさらに安全に気をつけてほしいと思います。 

【１年生を迎える会】 

１年生が入学して２ヶ月近くが経とうとしていますが、学校生活に

も慣れ、元気に過ごしています。そんな１年生がさらに学校を楽し

く感じるように１９日（金）に「１年生を迎える会」を行いまし

た。各学年で考え練習してきた発表を１年生に披露し、交流を深め

ました。クイズや合唱等、工夫を凝らした発表に１年生は大喜び。

手作りのプレゼントももらってよい思い出になりました。 

【縦割り清掃】 

２２日（月）から縦割り清掃が始まりました。これも４年ぶりの取組です。上級生が下級生

に優しく雑巾の使い方を教えたり、励ましの声かけをしたりする姿が見られました。これから

も縦割り班で、遊びや楽しいイベントを通して交流を深めていきます。 

【サツマイモの苗植え】 

２３日（火）に関屋幼稚園の園児と１年生が、中庭学習園でサツマイモの苗を

植えました。コミュニティの方も参加され、植え方を教えたり、一緒に植えたり

していただきました。その後１年生が園児と手をつないで幼稚園まで送りまし

た。今後も草引きや収穫を通して幼小交流を進めていきます。 

☆このような異学年交流を通して、上級生は年下の子の面倒をみることで優しさやリーダーシ

ップが育ちます。下級生は頼れる年上の存在に気づき、このようになりたいと思うようになり

ます。さらにコミュニケーション能力が育ち協調性が高まることを期待しています。子どもた

ちの成長につながる素晴らしい経験がつめるように、これからも取組を進めていきます。 

寄付をいただきました 

株式会社奥村組から以下のとおり寄付をいただきました。 

①ライトサッカーボール４号１３個   ②ライトドッジボール２号１４個 

 ③スマイルバレーボール４号１４個   ④折りたたみ式ボールかご２台 

お礼を申し上げますとともに、体力向上の一助となるよう活用させていただきます。 

 


